王安石「擬寒山拾得二十首」と『楞厳経』 by 鈴木, 敏雄
一
頁
王
安
石
「
擬
寒
山
拾
得
二
十
首
」
と
『
楞
厳
経
』
鈴
木
敏
雄
一
宋
の
王
安
石
（
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
）
の
「
寒
山
拾
得
に
擬
す
二
十
首
」
に
つ
い
て
論
ず
る
前
に
、
そ
れ
と
関
連
し
て
問
題
提
起
に
も
繋
が
る
、
あ
る
指
摘
に
つ
い
て
先
ず
触
れ
て
お
き
た
い
。
宋
の
釈
惠
洪
（
一
〇
七
一
？
～
一
一
二
八
）『
冷
齋
夜
話
』
巻
四
所
収
の
一
則
「
舒
王
の
む
す
め
は
詩
を
能
く
す
」（
舒
王
女
能
詩
）
に
、
次
の
よ
う
な
話
が
見
ら
れ
る
。
舒
王
女
、
呉
安
持
之
妻
、
蓬
莱
縣
君
、
工
詩
、
多
佳
句
。
有
詩
寄
舒
王
曰
「
西
風
不
入
小
窗
紗
、
秋
氣
應
憐
我
憶
家
。
極
目
江
山
千
里
恨
、
依
然
和
涙
看
黄
花
。」
舒
王
以
楞
嚴
經
新
釋
付
之
、
有
和
詩
曰
「
青
燈
一
點
映
窗
紗
、
好
讀
楞
嚴
莫
憶
家
。
能
了
諸
縁
如
幻
夢
、
世
間
惟
有
妙
蓮
花
。」
舒
王
の
女
は
、
呉
安
持
の
妻
、
蓬
莱
県
君
な
り
、
詩
に
工
に
し
て
、
佳
句
多
し
。
詩
有
り
舒
王
に
寄
せ
て
曰
く
「
…
…
」
と
。
舒
王
は
楞
厳
経
新
釈
を
以
て
之
に
付
し
、
和
す
る
詩
有
り
曰
く
「
…
…
」
と
。
こ
の
中
の
「
舒
王
以
『
楞
嚴
經
』
新
釋
付
之
」
と
い
う
記
述
は
、
舒
王
す
な
わ
ち
王
安
石
が
（
註
１
）、
晩
年
政
界
に
在
っ
て
失
脚
し
、
南
京
に
引
退
し
た
後
、、
そ
の
長
女
か
ら
送
ら
れ
た
父
母
（
安
石
夫
妻
）
の
生
活
を
心
配
す
る
詩
、
西
風
不
入
小
窗
紗
、
秋
氣
應
憐
我
憶
家
。
極
目
江
山
千
里
恨
、
依
然
和
涙
看
黄
花
。（
註
２
）
西
風
は
小
窓
の
紗
に
入
ら
ず
、
秋
気
は
応
に
我
の
家
を
憶
ふ
こ
と
を
憐
れ
む
べ
し
。
目
を
極
む
江
山
千
里
の
恨
み
、
依
然
と
し
て
涙
に
和
し
て
黄
花
を
看
る
。
に
唱
和
し
、
次
の
次
韻
詩
（
註
３
）、
秋
燈
一
點
映
籠
紗
、
好
讀
楞
嚴
莫
念
家
。
能
了
諸
縁
如
夢
事
、
世
間
唯
有
妙
蓮
花
。（
註
４
）
秋
燈
一
た
び
点
し
て
籠
紗
に
映
じ
、好
ん
で
楞
厳
を
読
ん
で
家
を
念
ふ
莫
か
れ
。
能
く
諸
縁
の
夢
事
の
ご
と
き
を
了
す
れ
ば
、
世
間
は
唯
だ
有
り
妙
蓮
花
。
で
応
え
、
心
配
に
は
及
ば
ぬ
と
言
っ
た
際
、
そ
れ
に
「『
楞
厳
経
』
の
新
釈
」
を
添
え
て
返
答
と
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
王
安
石
は
、
長
女
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
に
「
凄
涼
と
し
て
家
を
憶
ふ
」
こ
と
な
か
れ
、「
人
世
に
は
聚
散
あ
り
」、
離
別
は
つ
き
も
の
、「
家
を
念
ふ
こ
と
莫
か
れ
」
と
繰
り
返
し
念
押
し
し
、
そ
の
中
で
「『
楞
厳
経
』
を
読
め
」
と
勧
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
な
ぜ
「『
楞
厳
経
』
を
読
め
」
な
の
か
。
そ
れ
は
、
そ
れ
で
心
配
の
種
が
消
え
る
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
安
石
に
『
楞
厳
経
』
へ
の
拘
り
が
有
っ
た
こ
と
は
、
今
、
看
過
で
き
な
い
。
二
さ
て
、
王
安
石
の
「
擬
寒
山
拾
得
二
十
首
」（
以
下
、「
二
十
首
」
と
略
称
す
る
）
も
、
「
一
」
の
『
冷
齋
夜
話
』
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
時
、
宝
文
閣
待
制
の
官
に
就
い
て
い
た
二
頁
臨
川（
江
西
）の
呉
安
持
と
い
う
人
物
の
も
と
に
嫁
い
だ
安
石
の
長
女（
蓬
莱
県
君
）に
、
安
石
自
身
が
「
汝
が
耳
目
の
熒
へ
る
を
覚
ま
さ
ん
」
と
い
う
意
図
を
込
め
て
送
っ
た
詩
で
ま
ど
あ
る
。
制
作
年
代
は
こ
れ
も
、
安
石
が
晩
年
に
南
京
に
引
退
し
て
七
年
後
、
宋
の
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
）
か
六
年
（
一
〇
八
三
）
と
さ
れ
て
い
る
（
註
５
）。
す
な
わ
ち
、「
一
」
の
唱
和
詩
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
安
石
「
呉
氏
の
女
子
に
寄
す
」（
寄
呉
氏
女
子
）
詩
（
註
６
）に
は
、
こ
れ
も
ま
た
同
時
期
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
際
の
事
情
お
よ
び
何
が
長
女
の
「
熒
ひ
」
な
の
か
が
詠
ま
ま
ど
れ
て
い
る
。
伯
姫
不
見
我
、
乃
今
始
七
齡
。
家
書
無
虚
月
、
豈
異
常
歸
寧
。
汝
夫
綴
卿
官
、
汝
兒
亦
搢
綎
。
兒
已
受
師
學
、
出
藍
而
更
青
。
女
復
知
女
功
、
婉
嬺
有
典
刑
。
自
吾
捨
汝
東
、
中
父
繼
在
廷
。
小
父
數
往
來
、
吉
音
汝
毎
聆
。
既
嫁
遂
願
懐
、
孰
如
汝
所
丁
。
而
吾
與
汝
母
、
湯
熨
幸
小
停
。
丘
園
禄
一
品
、
吏
卒
給
使
令
。
膏
粱
以
晩
食
、
安
歩
而
車
軿
。
山
泉
皐
壤
間
、
適
志
多
所
經
。
汝
何
思
而
憂
、
書
毎
説
涕
零
。
吾
廬
所
封
殖
、
歳
久
愈
華
菁
。
豈
特
茂
松
竹
、
梧
楸
亦
冥
冥
。
芰
荷
美
花
實
、
瀰
漫
爭
溝
涇
。
諸
孫
肯
來
游
、
誰
謂
川
無
舲
。
姑
示
汝
我
詩
、
知
嘉
此
林
埛
。
末
有
擬
寒
山
、
覺
汝
耳
目
熒
。
因
之
授
汝
季
、
季
也
亦
淑
靈
。
…
…
姑
ら
く
汝
に
我
が
詩
を
示
し
、
此
の
林
坰
を
嘉
み
す
る
を
知
ら
し
め
ん
。
末
に
寒
山
に
擬
す
る
有
り
、
汝
が
耳
目
の
熒
へ
る
を
覚
ま
さ
ん
。
之
に
因
つ
て
ま
ど
汝
が
季
に
も
授
け
よ
、
季
も
也
た
亦
た
淑
霊
な
れ
ば
な
り
。
こ
の
詩
で
安
石
は
、
長
女
に
対
し
、「
お
前
は
別
れ
て
か
ら
七
年
も
逢
っ
て
い
な
い
と
心
配
す
る
が
、
手
紙
の
や
り
と
り
は
毎
月
あ
る
で
は
な
い
か
。
／
お
前
の
夫
や
孫
た
ち
と
も
逢
え
な
い
と
心
配
す
る
が
、
安
泰
で
あ
る
と
い
う
消
息
は
よ
く
存
じ
て
お
る
。
／
父
さ
ん
が
政
界
で
失
脚
し
て
心
配
だ
と
言
う
が
、父
さ
ん
の
志
は
お
前
の
叔
父
さ
ん（
我
が
弟
）
た
ち
が
継
い
で
い
る
。
／
田
舎
は
都
と
は
異
な
り
ろ
く
な
薬
も
な
い
だ
ろ
う
と
心
配
す
る
が
、
父
母
と
も
に
持
病
は
却
っ
て
良
く
な
っ
て
い
る
。
／
田
舎
は
都
と
は
異
な
り
生
活
も
不
自
由
だ
ろ
う
と
心
配
す
る
が
、
十
分
な
生
活
費
と
使
用
人
お
よ
び
食
事
は
国
か
ら
貰
っ
て
い
る
。
／
国
か
ら
公
用
車
さ
え
も
貸
与
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
心
配
す
る
が
、
自
分
の
足
で
歩
け
る
。
／
田
舎
は
都
会
の
よ
う
な
生
活
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
心
配
す
る
が
、
松
や
竹
ば
か
り
で
な
く
梧
や
楸
も
有
り
、
山
水
が
堪
能
で
き
る
。
／
田
舎
は
孫
た
ち
が
遊
び
に
来
て
も
遊
ぶ
も
の
が
無
い
だ
ろ
う
と
心
配
す
る
が
、
舟
だ
っ
て
有
る
」
等
と
心
配
に
及
ば
な
い
情
況
を
詠
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
、
父
母
の
南
京
引
退
後
の
生
活
を
慮
っ
て
「
憂
ひ
」
と
し
て
抱
え
込
み
、「
書
に
毎
に
涕
の
零
つ
と
説
く
」
長
女
の
、
安
石
か
ら
見
れ
ば
心
配
す
る
に
及
ば
な
い
心
配
事
こ
そ
「
汝
」
す
な
わ
ち
長
女
の
「
耳
目
の
熒
ひ
」
で
あ
る
と
し
、
安
石
は
そ
れ
を
「
覚
ま
さ
ん
」
と
言
う
。
そ
し
て
、「
二
十
首
」
を
詠
ん
で
送
っ
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
他
で
も
な
い
「
寒
山
拾
得
」
に
擬
し
て
な
の
か
。
そ
れ
は
、
寒
山
拾
得
の
詩
体
の
持
つ
特
性
が
、
長
女
の
「
耳
目
」
の
「
覚
熒
」
に
有
効
に
働
く
と
安
石
が
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
は
、
容
易
に
で
き
る
。
で
は
、寒
山
拾
得
体
の
持
つ
ど
の
よ
う
な
特
性
が
そ
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
。
「
一
」
の
唱
和
に
於
け
る
釈
惠
洪
の
指
摘
は
、
そ
の
点
と
関
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
一
」
の
唱
和
詩
と
「
二
十
首
」
が
時
期
を
同
じ
く
し
て
な
さ
れ
た
一
連
の
父
娘
間
の
や
り
と
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
唱
和
の
み
な
ら
ず
擬
作
の
方
で
も
、『
楞
厳
経
』
が
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
て
は
い
な
い
か
、
と
の
疑
問
が
生
ず
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
安
石
の
『
楞
厳
経
』
へ
の
拘
り
と
寒
山
拾
得
体
へ
の
擬
作
も
何
ら
か
の
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
、
と
の
仮
説
が
成
り
立
つ
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、「
宋
代
の
詩
人
で
、
寒
山
詩
に
注
意
し
た
の
は
、
王
安
石
に
は
じ
ま
る
か
も
し
れ
な
い
」（
註
７
）と
言
わ
れ
る
安
石
の
寒
山
拾
得
体
理
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
か
い
ま
見
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
（
註
８
）。三
そ
も
そ
も
先
ず
、王
安
石「
二
十
首
」の
原
詩
で
あ
る
寒
山
拾
得
体
自
体
は『
楞
厳
経
』
と
関
係
が
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
あ
る
。
寒
山
拾
得
体
は
よ
く
詩
の
中
で
『
楞
厳
経
』
を
典
故
に
用
い
る
。
例
え
ば
、
寒
山
「
烝
砂
擬
作
飯
」
詩
（
註
９
）は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
三
頁
烝
砂
擬
作
飯
、
臨
渇
始
掘
井
。
用
力
磨
碌
甎
、
那
堪
將
作
鏡
。
佛
説
元
平
等
、
總
有
眞
如
性
。
但
自
審
思
量
、
不
用
閑
爭
競
。
砂
を
烝
し
て
飯
を
作
ら
ん
と
擬
し
、
渇
く
に
臨
ん
で
始
め
て
井
を
掘
る
。
力
を
ほ
つ
用
ゐ
て
碌
甎
を
磨
く
も
、
那
ぞ
将
つ
て
鏡
を
作
る
に
堪
え
ん
や
。
仏
は
説
く
元
よ
り
平
等
に
し
て
、総
て
真
如
の
性
有
り
と
。但
だ
自
つ
て
審
ら
か
に
思
量
し
、
よ
閑
ら
に
争
競
す
る
を
用
ゐ
ざ
れ
。
い
た
づ
こ
の
詩
は
す
で
に
、『
楞
厳
経
』
巻
六
の
「
若
不
斷
婬
修
禪
定
者
、
如
蒸
砂
石
。
欲
其
成
飯
、
經
百
千
劫
祇
名
熱
砂
。
何
以
故
。
此
非
飯
本
、
砂
石
成
故
」（
若
し
婬
を
断
た
ず
し
て
禅
定
を
修
ま
ば
、
砂
石
を
蒸
す
が
ご
と
し
。
其
の
飯
を
成
す
を
欲
す
る
も
、
百
千
劫
を
経
て
祇
だ
砂
を
熱
す
と
名
づ
く
る
の
み
。
何
を
以
て
の
故
か
。
此
れ
飯
の
本
に
非
ず
、
砂
石
の
成
す
が
故
な
り
）
を
踏
ま
え
て
い
る
と
さ
れ
る
（
註
）。10
さ
ら
に
そ
の
「
沙
を
蒸
す
」
は
『
楞
厳
経
』
巻
一
に
も
「
諸
修
行
人
、
不
能
得
成
無
上
菩
提
、
…
…
皆
由
不
知
二
種
根
本
、
錯
亂
修
習
。
猶
如
煮
沙
、
欲
成
嘉
饌
、
縱
經
塵
劫
、
終
不
能
得
」（
諸
修
行
の
人
、
無
上
の
菩
提
を
成
す
を
得
る
能
は
ざ
る
は
、
…
…
皆
二
種
の
根
本
を
知
ら
ず
、
錯
乱
し
て
修
習
す
る
に
由
る
な
り
。
猶
ほ
沙
を
煮
て
、
嘉
饌
を
成
さ
ん
と
欲
す
る
が
ご
と
し
、
縱
ひ
塵
劫
を
経
る
も
、
終
に
得
る
能
は
ず
）
と
あ
り
、
未
来
永
劫
飯
は
炊
け
な
い
、
す
な
わ
ち
禅
を
修
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
右
の
詩
は
、
そ
の
よ
う
な
『
楞
厳
経
』
特
有
の
語
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
平
等
」
と
「
真
如
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
楞
厳
経
』
巻
八
に
あ
る
「
十
廻
向
」
の
第
五
と
第
八
に
見
え
る
。
そ
の
う
ち
、「
平
等
」
は
「
於
同
佛
地
、
地
中
各
各
生
清
淨
因
。
依
因
發
揮
、
取
涅
槃
道
。
名
隨
順
平
等
善
根
迴
向
」（
仏
と
同
じ
き
の
地
に
於
い
て
は
、
地
の
中
各
お
の
清
浄
の
因
を
生
ず
。
因
の
発
揮
す
る
に
依
れ
ば
、
涅
槃
の
道
を
取
る
。
随
順
平
等
善
根
迴
向
と
名
づ
く
）
と
あ
り
、
誰
で
も
清
浄
な
心
を
持
つ
こ
と
を
廻
ら
せ
よ
と
説
く
。「
真
如
」
は
「
即
一
切
法
、
離
一
切
相
。
唯
即
與
離
、
二
無
所
著
。
名
眞
如
相
迴
向
」（
一
切
の
法
に
即
し
、
一
切
の
相
を
離
る
。
唯
だ
即
と
離
と
、
二
つ
な
が
ら
著
く
る
所
無
き
の
み
。
真
如
相
迴
向
と
名
づ
く
）
と
あ
り
、
無
着
常
住
で
あ
る
こ
と
を
廻
ら
せ
よ
と
説
く
。
す
な
わ
ち
右
掲
の
寒
山
の
詩
は
『
楞
厳
経
』
に
見
ら
れ
る
語
を
随
処
に
用
い
、「
汝
」
の
や
る
こ
と
は
、
砂
を
焚
い
て
飯
を
作
ろ
う
と
し
た
り
、
煉
瓦
を
磨
い
て
鏡
を
作
る
よ
う
な
も
の
、
無
駄
で
あ
る
か
ら
、
常
住
で
あ
ろ
う
と
す
る
心
を
活
性
化
さ
せ
、
無
駄
を
無
く
し
て
思
量
し
、
仏
と
同
じ
く
清
浄
で
あ
れ
、
と
禅
の
境
地
を
創
出
し
て
見
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、「
眞
如
」
で
は
な
い
「
眞
如
性
」
と
い
う
語
は
『
楞
厳
経
』
巻
三
に
「
云
何
六
入
、
本
如
來
藏
妙
眞
如
性
」（
云
何
ぞ
六
入
、
如
来
蔵
妙
の
真
如
性
に
本
づ
く
）
と
あ
い
か
ん
る
等
、『
楞
厳
経
』
に
頻
出
す
る
（
註
）。（
な
お
、
後
で
触
れ
る
『
圓
覚
経
』
に
は
「
真
11
如
」
と
い
う
語
は
見
え
て
も
、「
真
如
性
」
は
無
い
。）
こ
の
よ
う
に
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
自
体
が『
楞
厳
経
』を
よ
く
典
故
に
用
い
る
こ
と
は
、
実
は
項
楚
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
）。12
氏
は
、
清
の
王
士
禎
『
居
易
録
』
に
、
其
詩
有
工
語
、
有
率
語
、
至
云
「
不
煩
鄭
氏
箋
、
豈
待
毛
公
解
」、
又
似
儒
生
語
、
大
抵
佛
・
菩
薩
語
也
。
其
の
詩
に
は
工
み
な
る
語
あ
り
、
率
ね
な
る
語
あ
り
、「
鄭
氏
の
箋
を
煩
は
さ
ず
、
豈
に
毛
公
の
解
を
待
た
ん
や
」
と
云
ふ
に
至
つ
て
は
、
又
た
儒
生
の
語
に
似
た
る
も
、
大
抵
は
仏
・
菩
薩
の
語
な
り
。
と
あ
る
の
を
引
用
し
、寒
山
体
の
特
徴
を「
そ
の
隠
逸
詩
は
、風
景
描
写
が
比
較
的
多
く
、
つ
と
め
て
禅
の
境
地
を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
」（
他
的
隱
逸
詩
、則
較
多
風
景
描
冩
、
力
求
創
造
禪
的
意
境
）
と
言
う
。
そ
し
て
「
仏
教
の
典
故
も
常
に
寒
山
に
よ
っ
て
詩
中
に
融
け
込
ま
さ
れ
て
い
る
」（
佛
教
典
故
也
常
被
寒
山
融
入
詩
中
）
と
言
い
、
寒
山
「
有
樹
先
林
生
」
詩
を
引
用
し
て
、
そ
の
末
二
句
は
こ
れ
ま
で
藥
山
惟
儼
禅
師
の
名
句
「
皮
膚
脱
落
盡
、
唯
有
一
眞
實
」（
皮
膚
脱
落
し
尽
く
し
、
唯
だ
一
真
実
の
み
有
り
）
を
踏
ま
え
る
と
さ
れ
て
来
た
が
、
実
は
『
涅
槃
経
』
巻
三
の
「
其
樹
陳
朽
、
皮
膚
枝
葉
悉
皆
脱
落
、
唯
眞
實
在
」（
其
の
樹
は
陳
朽
に
し
て
、
皮
膚
枝
葉
悉
く
皆
脱
落
し
、
唯
だ
真
実
の
み
在
り
）
が
出
典
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「『
涅
槃
経
』
の
ほ
か
、『
法
華
経
』・『
維
摩
経
』
・『
楞
厳
経
』
な
ど
数
多
く
の
仏
教
に
よ
る
典
故
が
、
随
時
自
在
に
運
用
さ
れ
て
い
る
」
（『
涅
槃
經
』
而
外
、『
法
華
經
』、『
維
摩
經
』、『
楞
嚴
經
』
等
許
多
佛
經
的
典
故
、
他
都
隨
時
拈
用
、
得
心
應
手
）
と
言
い
、
寒
山
体
の
仏
典
使
用
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
四
頁
る
。す
な
わ
ち
氏
は
、
寒
山
拾
得
体
に
用
い
ら
れ
て
い
る
数
多
く
の
仏
典
の
中
で
最
も
多
い
の
は
『
涅
槃
経
』
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
次
ぐ
幾
つ
か
の
顕
著
な
仏
典
の
中
に
『
楞
厳
経
』
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
確
か
に
氏
の
指
摘
に
基
づ
け
ば
（
註
）、
こ
の
ほ
か
、『
楞
厳
経
』
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
数
多
く
の
「
生
死
13
・
冰
水
」、「
雲
屯
」、「
枝
葉
」、「
遷
謝
」、「
直
心
・
委
曲
」、「
主
人
・
客
」、「
如
來
母
（
佛
母
）」、「
度
脱
」、「
空
華
・
龜
毛
」、「
魂
識
（
神
識
）」
等
の
語
が
、
寒
山
拾
得
詩
の
中
に
は
確
認
で
き
る
。
寒
山
拾
得
体
が
『
楞
厳
経
』
を
よ
く
典
故
に
用
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言
っ
て
好
い
。
そ
し
て
、
安
石
が
「
二
十
首
」
に
於
い
て
確
か
に
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
に
真
似
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
『
楞
厳
経
』
を
典
故
に
用
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
と
言
っ
て
好
い
で
あ
ろ
う
。
安
石
は
、
寒
山
拾
得
体
に
於
い
て
『
楞
厳
経
』
が
有
効
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、長
女
へ
の
勧
戒
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め
に「
二
十
首
」
に
も
そ
れ
を
援
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
見
え
て
く
る
。
四
王
安
石
は
、原
詩
の
寒
山
拾
得
体
が『
涅
槃
経
』の
ほ
か
複
数
の
仏
典
を
典
故
に
用
い
、
そ
の
中
に
は
『
楞
厳
経
』
が
か
な
り
の
割
合
で
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
こ
の
度
の
長
女
へ
の
勧
戒
に
有
効
に
働
く
こ
と
も
分
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
安
石
が
、「
二
十
首
」
を
物
す
に
当
た
り
、
典
故
に
用
い
る
仏
典
の
中
に
『
楞
厳
経
』
を
確
実
か
つ
意
図
的
に
入
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
例
え
ば
「
二
十
首
」
其
十
五
を
見
る
と
、
そ
れ
が
窺
え
る
。
失
志
難
作
福
志
を
失
へ
ば
福
を
作
し
難
く
得
勢
易
造
罪
勢
ひ
を
得
れ
ば
罪
を
造
り
易
し
苦
即
念
快
樂
苦
し
け
れ
ば
即
ち
快
楽
を
念
ひ
樂
即
生
貪
愛
楽
し
け
れ
ば
即
ち
貪
愛
を
生
ず
無
苦
亦
無
樂
苦
し
み
無
く
亦
た
楽
し
み
も
無
く
無
明
亦
無
昧
明
る
き
無
く
亦
た
昧
き
も
無
か
ら
ん
不
屬
三
界
中
三
界
の
中
に
属
せ
ず
亦
非
三
界
外
亦
た
三
界
の
外
に
も
非
ざ
ら
ん
長
女
に
、
人
は
「
三
界
の
中
」
に
属
し
て
い
る
か
ら
心
に
「
貪
愛
」
等
が
生
ず
る
と
言
い
聞
か
せ
る
際
の
こ
の
詩
の
「
三
界
」
は
、『
楞
厳
経
』
も
、「
見
聞
如
幻
翳
、
三
界
若
空
華
」（
見
聞
は
幻
翳
の
ご
と
く
、
三
界
は
空
華
の
ご
と
し
）、「
如
是
之
人
、
相
殺
相
呑
、
相
食
未
已
、
云
何
是
人
得
出
三
界
」（
是
の
ご
と
き
の
人
、
相
殺
し
相
呑
み
、
相
食
ひ
て
未
だ
已
ま
ず
、
云
何
ぞ
是
の
人
三
界
を
出
づ
る
を
得
ん
や
）、「
如
是
比
丘
、
於
世
眞
脱
、
酬
還
宿
債
、
不
遊
三
界
」（
是
の
ご
と
き
の
比
丘
、
世
に
於
い
て
真
に
脱
し
、
宿
債
を
酬
還
し
、
三
界
に
遊
ば
ず
）、「
出
三
界
者
、
無
有
是
處
」（
三
界
を
出
づ
る
者
は
、
是
の
処
有
る
無
し
）、「
深
厭
自
生
、
知
有
涅
槃
、
不
戀
三
界
」（
深
厭
自
ら
生
ず
る
も
、
涅
槃
有
る
を
知
れ
ば
、
三
界
を
恋
は
ず
）
等
と
随
所
で
触
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
得
出
三
界
」、
「
不
遊
三
界
」、「
不
戀
三
界
」
と
は
言
う
も
の
の
、
さ
ら
に
そ
れ
は
三
界
の
外
で
も
な
い
と
の
認
識
ま
で
は
言
及
し
な
い
（
因
み
に
、『
圓
覚
経
』
に
は
「
三
界
」
と
い
う
語
は
見
え
な
い
）。
そ
の
「
三
界
」
は
寒
山
拾
得
体
の
常
套
語
と
も
言
え
、
安
石
は
先
ず
そ
ち
ら
の
認
識
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。寒
山
の「
世
間
何
事
最
堪
嗟
」詩
は
、次
の
よ
う
に
詠
む
。
世
間
何
事
最
堪
嗟
、
盡
是
三
途
造
罪
楂
。
不
學
白
雲
巖
下
客
、
一
條
寒
衲
是
生
涯
。
秋
到
任
他
林
落
葉
、
春
來
從
你
樹
開
花
。
三
界
横
眠
閑
無
事
、
明
月
清
風
是
我
家
。
世
間
何
事
ぞ
最
も
嗟
く
に
堪
ふ
る
、尽
く
是
れ
三
途
に
て
罪
を
造
る
の
査
な
り
。
や
か
ら
白
雲
岩
下
の
客
に
学
ば
ざ
れ
ば
、
一
条
の
寒
衲
是
れ
生
涯
。
秋
到
れ
ば
地
に
任
せ
て
林
は
葉
を
落
と
し
、
春
来
た
れ
ば
你
に
従
ひ
て
樹
は
花
を
開
く
。
三
界
横
な
ん
ぢ
た
は
り
て
眠
れ
ば
閑
に
し
て
無
事
、
明
月
清
風
是
れ
我
が
家
な
り
。
こ
の
詩
に
於
け
る
「
三
界
横
眠
閑
無
事
、
明
月
清
風
是
我
家
」
の
句
は
、
三
界
の
内
に
も
外
に
も
属
さ
な
い
境
地
を
言
う
の
で
は
な
い
か
。
ほ
か
に
も
寒
山
「
勸
你
三
界
子
」
詩
は
、
次
の
よ
う
に
詠
む
。
勸
你
三
界
子
、
莫
作
勿
道
理
。
理
短
被
他
欺
、
理
長
不
奈
你
。
世
間
濁
濫
人
、
五
頁
恰
似
黍
粘
子
。
不
見
無
事
人
、
獨
脱
無
能
比
。
早
須
返
本
源
、
三
界
任
縁
起
。
清
淨
入
如
流
、
莫
飲
無
明
水
。
你
三
界
の
子
に
勧
む
、道
理
勿
き
を
作
す
莫
か
れ
。理
短
け
れ
ば
他
に
欺
か
れ
、
な
ん
ぢ
理
長
け
れ
ば
你
を
奈
ん
と
も
せ
ず
。
世
間
濁
濫
の
人
は
、
恰
も
黍
粘
子
に
似
た
い
か
り
。
無
事
の
人
の
、
独
り
脱
し
て
能
く
比
ぶ
る
無
き
を
見
ず
。
早
に
須
く
本
源
に
返
り
、
三
界
は
縁
起
に
任
す
べ
し
。
清
浄
は
入
る
こ
と
流
る
る
が
ご
と
く
、
無
明
の
水
を
飲
む
莫
か
れ
。
こ
の
詩
の
「
三
界
任
縁
起
」
と
い
う
句
も
、
や
は
り
三
界
の
外
に
も
内
に
も
属
さ
な
い
認
識
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
註
）。
安
石
は
『
楞
厳
経
』
と
寒
山
体
の
「
三
14
界
」
を
併
用
し
て
新
釈
と
し
擬
作
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
よ
り
注
目
す
べ
き
は
右
掲
の
詩
中
の
「
貪
愛
」
と
い
う
語
で
、
こ
れ
は
長
女
の
姿
を
捉
え
て
い
よ
う
。
寒
山
詩
に
は
「
貪
愛
有
人
求
、
快
活
不
知
禍
」（
貪
愛
に
人
の
求
む
る
有
り
、快
活
に
し
て
禍
を
知
ら
ず
）と
見
え
、拾
得
詩
に
も
「
傷
嗟
愚
癡
人
、貪
愛
那
生
厭
」
（
傷
み
嗟
か
は
し
き
か
な
愚
痴
の
人
、
愛
を
貪
り
て
那
ぞ
厭
く
る
を
生
ぜ
ん
）
と
見
え
て
な
ん
い
る
が
、
こ
の
語
は
、『
楞
厳
経
』
巻
四
に
「
如
摩
登
伽
宿
爲
婬
女
、
由
神
咒
力
銷
其
愛
欲
、
法
中
今
名
性
比
丘
尼
。
與
羅
侯
母
耶
輸
陀
羅
同
悟
宿
因
。
知
歴
世
因
貪
愛
爲
苦
」（
摩
登
伽
の
ご
と
き
は
宿
よ
り
婬
女
と
為
す
も
、
神
咒
力
に
由
り
其
の
愛
欲
を
銷
せ
ば
、
法
中
も
と
今
に
性
比
丘
尼
と
名
づ
く
。
羅
侯
母
耶
・
輸
陀
羅
と
同
に
宿
因
を
悟
る
。
歴
世
の
因
は
貪
愛
を
苦
と
為
す
を
知
れ
り
）
と
あ
り
、
そ
れ
が
「
苦
」
の
原
因
で
あ
る
と
明
確
に
説
く
点
を
安
石
は
踏
ま
え
て
い
る
（
因
み
に
『
圓
覚
経
』
に
「
貪
愛
」
と
い
う
語
は
無
い
）。
さ
ら
に
、「
無
苦
・
無
樂
」
も
同
様
で
、
こ
の
語
は
寒
山
詩
に
は
無
く
、『
楞
厳
経
』
巻
十
の
「
十
禅
定
」
の
一
つ
に
「
或
以
初
禪
、
性
無
憂
故
。
或
以
二
禪
、
心
無
苦
故
。
或
以
三
禪
、
極
悅
隨
故
。
或
以
四
禪
、
苦
樂
二
亡
、
不
受
輪
迴
生
滅
性
故
」（
或
は
初
禅
を
以
て
し
て
、
性
に
憂
ひ
無
き
の
故
な
り
。
或
は
二
禅
を
以
て
し
て
、
心
に
苦
無
き
の
故
な
り
。
或
は
三
禅
を
以
て
し
て
、
悦
随
を
極
む
る
の
故
な
り
。
或
は
四
禅
を
以
て
し
て
、
苦
楽
二
つ
な
が
ら
亡
く
、
輪
迴
生
滅
の
性
を
受
け
ざ
る
の
故
な
り
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
殊
に
『
楞
厳
経
』
が
「
苦
楽
二
つ
な
が
ら
亡
し
」
の
境
地
を
説
く
点
は
、
安
石
の
右
掲
の
詩
の
「
無
苦
亦
無
樂
」
の
認
識
と
合
致
す
る
（『
圓
覚
経
』
に
は
「
無
苦
・
無
樂
」
と
い
う
語
は
見
ら
れ
な
い
）。
安
石
は
こ
の
よ
う
に
『
楞
厳
経
』
の
認
識
を
、
時
に
寒
山
拾
得
体
の
認
識
と
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
歩
進
め
、
新
釈
を
付
加
し
つ
つ
典
故
に
用
い
、
効
果
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
右
掲
の
「
二
十
首
」
其
十
五
は
、
も
は
や
自
分
は
色
欲
三
界
の
中
に
属
す
る
こ
と
は
な
く
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
三
界
の
外
に
在
る
と
い
う
の
で
も
な
い
こ
と
を
、
新
法
党
党
首
と
し
て
「
勢
ひ
を
得
」、
や
が
て
失
脚
し
て
「
志
を
失
ふ
」
こ
と
に
な
っ
た
自
戒
を
踏
ま
え
、
『
楞
厳
経
』
に
よ
る
覚
醒
を
得
て
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、「
快
楽
を
念
ひ
」、「
貪
愛
を
生
ず
」
と
い
う
「
熒
ひ
」
の
渦
中
に
あ
る
長
女
に
、
早
く
目
覚
め
る
よ
う
言
い
聞
か
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（「
二
十
首
」
全
体
は
概
ね
そ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）。
右
は
一
例
で
あ
る
が
、安
石「
二
十
首
」全
篇
に
於
け
る
顕
著
な
特
性
を
要
約
す
れ
ば
、
宋
の
李
壁
注
に
も
挙
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、『
華
厳
経
』
を
は
じ
め
、『
楞
厳
経
』、『
圓
覚
経
』、『
維
摩
経
』、『
心
経
』
等
の
仏
典
に
見
ら
れ
る
語
を
典
故
と
し
て
採
用
し
て
い
て
（
註
）、
中
で
も
『
楞
厳
経
』
の
使
用
頻
度
は
高
い
と
言
え
る
。
安
石
が
目
的
を
以
て
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寒
山
拾
得
体
に
似
せ
る
に
当
た
り
、『
楞
厳
経
』
の
効
果
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
二
十
首
」
全
体
を
李
壁
の
指
摘
に
基
づ
い
て
見
た
場
合
は
、『
圓
覚
経
』
と
『
楞
厳
経
』
の
語
の
使
用
率
が
と
も
に
比
較
的
多
い
と
言
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
両
経
に
限
定
し
て
こ
の
擬
作
に
使
用
さ
れ
て
い
る
仏
教
語
を
調
べ
て
み
る
と
、『
圓
覚
経
』
か
ら
拾
え
る
語
で
『
楞
厳
経
』
か
ら
拾
え
な
い
も
の
は
殆
ど
無
く
、
さ
ら
に
『
楞
厳
経
』
の
み
か
ら
拾
え
る
語
と
し
て
は
、「
認
物
爲
己
」、「
見
種
種
色
」、「
一
機
抽
」、「
四
天
王
」、「
好
悪
」、「
自
招
」、「
沈
溺
」、「
悪
夢
」、「
馬
・
牛
」、「
無
眼
」、
「
纏
繞
」、「
鑊
湯
」、「
今
日
」、「
度
脱
」、「
有
我
・
無
我
」、「
貪
愛
」、「
無
苦
」、「
無
明
」、「
三
界
」、「
心
肝
」、「
実
行
」、「
魂
魄
」、「
刀
山
」、「
灰
河
」、「
圓
成
」、「
頭
陀
」、
「
炭
」、「
魘
」
等
、
数
多
く
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
語
の
中
に
は
「
四
天
王
」
や
「
三
界
」
等
、
他
の
仏
典
に
見
え
る
も
の
も
幾
つ
か
有
る
も
の
の
、『
楞
厳
経
』
を
踏
ま
え
る
と
看
做
せ
る
も
の
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
後
述
す
る
「
刀
六
頁
山
・
灰
河
」
等
は
「
二
十
首
」
に
と
っ
て
重
要
な
認
識
を
も
た
ら
す
語
の
一
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
好
く
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
安
石
が
『
圓
覚
経
』
で
は
な
く
『
楞
厳
経
』
に
拠
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
註
）。16
五
王
安
石
「
二
十
首
」
は
、
寒
山
拾
得
詩
特
有
の
口
調
を
模
し
つ
つ
、『
楞
厳
経
』
等
の
経
典
を
典
故
に
用
い
る
と
い
う
点
で
は
確
か
に
寒
山
拾
得
体
に
似
せ
て
は
い
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
そ
れ
は
、
擬
作
と
し
て
寒
山
拾
得
体
に
よ
く
似
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。晩
年
に
於
け
る
安
石
の
仏
教
へ
の
傾
倒
に
関
し
て
は
、
宋
の
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
、
字
は
魯
直
。
山
谷
老
人
と
号
す
）
の
「
王
荊
公
禅
簡
に
跋
す
」（
跋
王
荊
公
禪
簡
）
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
荊
公
學
佛
、
所
謂
「
吾
以
爲
龍
又
無
角
、
吾
以
爲
蛇
又
有
足
」
者
也
。
然
余
嘗
熟
觀
其
風
度
、眞
視
富
貴
如
浮
雲
、不
溺
於
財
利
酒
色
、一
世
之
偉
人
也
。暮
年
小
語
、
雅
麗
精
絶
、
脱
去
流
俗
、
不
可
以
常
理
待
之
也
。
荊
公
の
仏
を
学
ぶ
は
、
所
謂
「
吾
以
て
龍
と
為
す
も
又
た
角
無
く
、
吾
以
て
蛇
と
為
す
も
又
た
足
有
り
」
な
る
者
な
り
。
然
れ
ど
も
余
嘗
て
熟
つ
ら
其
の
風
度
を
観
る
に
、真
に
富
貴
を
視
る
こ
と
浮
雲
の
ご
と
く
、財
利
酒
色
に
溺
れ
ず
、
一
世
の
偉
人
な
り
。
暮
年
の
小
語
は
、
雅
麗
精
絶
、
流
俗
を
脱
去
す
れ
ば
、
常
理
を
以
て
之
を
待
す
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
こ
こ
に
言
う
安
石
晩
年
の
「
小
語
」
と
は
、「
二
十
首
」
を
も
含
む
一
連
の
安
石
「
北
山
詩
」（
註
）を
指
す
と
見
て
好
い
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
を
黄
庭
堅
は
、「
俗
流
を
脱
去
」
17
し
、
禅
の
境
地
を
創
出
し
て
い
る
と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
際
、
冒
頭
で
「
荊
公
學
佛
、
所
謂
『
吾
以
爲
龍
又
無
角
、
吾
以
爲
蛇
又
有
足
』
者
也
」
と
言
っ
て
い
る
点
は
、
着
目
し
て
好
い
。す
な
わ
ち
黄
庭
堅
の
指
摘
を「
二
十
首
」の
場
合
に
当
て
は
め
て
言
う
と
、
安
石
が
寒
山
拾
得
体
に
傾
倒
し
て
得
た
禅
あ
る
い
は
『
楞
厳
経
』
に
傾
倒
し
て
得
た
禅
の
境
地
は
、「
龍
」
と
い
う
に
は
角
が
な
く
、「
蛇
」
と
い
う
に
は
足
が
あ
る
（
す
な
わ
ち
「
守
宮
」
だ
と
切
り
出
し
、
そ
れ
も
ま
た
「
龍
」
の
類
で
あ
る
）
と
評
し
て
い
る
こ
と
に
や
も
り
な
る
（
註
）。
安
石
は
自
ら
の
禅
を
、
自
身
で
も
「
疑
ふ
莫
か
れ
禅
伯
未
だ
禅
を
知
ら
ず
18
と
」
等
と
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、「
寒
山
拾
得
」
の
「
体
」
を
用
い
る
に
せ
よ
、
そ
れ
と
併
せ
て
『
楞
厳
経
』
の
語
を
用
い
る
に
せ
よ
、
経
典
使
用
を
含
め
、
そ
の
用
い
方
は
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
と
は
些
か
異
な
る
も
の
と
し
て
、
自
覚
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
点
に
関
し
、
さ
ら
に
後
世
、
杭
州
楞
厳
寺
に
籍
を
置
い
た
こ
と
も
あ
る
紫
柏
尊
者
こ
と
明
の
釈
眞
可
は
（
註
）「
半
山
老
人
の
『
擬
寒
山
子
』
詩
に
跋
す
」（
跋
半
山
老
人
擬
19
寒
山
子
詩
）
に
於
い
て
、
よ
り
端
的
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
受
持
千
百
萬
過
、心
地
花
開
、香
浮
鼻
孔
、鼻
孔
生
香
、香
不
聞
香
。善
知
此
者
、
則
半
山
老
人
舌
根
拖
地
、
亦
不
分
外
也
。
千
百
万
の
過
ち
を
受
持
し
て
、
心
地
の
花
開
き
、
香
鼻
孔
に
浮
く
も
、
鼻
孔
に
香
を
生
ず
れ
ば
、
香
は
香
る
を
聞
か
ず
。
善
く
此
を
知
れ
ば
、
則
ち
半
山
老
人
の
舌
根
地
を
拖
く
も
、
亦
た
分
外
な
ら
ざ
る
な
り
。（
註
）
ひ
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意
図
し
て
か
、
こ
の
指
摘
も
『
楞
厳
経
』
を
踏
ま
え
て
い
て
興
味
深
い
が
（
註
）、
安
21
石
は
新
法
党
で
犯
し
た
千
百
万
の
過
ち
を
持
ち
続
け
て
、
晩
年
に
心
の
花
が
咲
き
、
そ
の
香
が
鼻
孔
に
漂
っ
た
と
し
て
も
、
鼻
孔
自
体
が
香
を
生
じ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
香
は
嗅
い
で
も
香
ぐ
わ
し
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
諸
君
に
も
う
ま
く
分
か
れ
ば
、
王
安
石
の
舌
根
が
如
何
に
優
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
格
別
な
も
の
で
は
な
い
、
と
眞
可
は
評
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
石
は
新
法
党
で
の
過
ち
の
因
果
を
引
き
ず
っ
て
お
り
、『
楞
厳
経
』
の
説
く
所
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
「
二
十
首
」
そ
れ
自
体
が
虚
妄
で
あ
り
、
禅
、
例
え
ば
「
楞
厳
」
の
禅
の
境
地
を
創
り
出
し
て
は
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
れ
も
ま
た
一
つ
の
虚
妄
で
あ
っ
て
、
と
り
た
て
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
と
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、「
二
十
首
」
は
新
法
党
で
の
過
ち
と
い
う
因
果
を
背
負
い
、
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
の
禅
の
境
地
と
は
些
か
異
な
る
詠
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
少
な
く
と
も
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
に
は
、
寒
山
や
拾
得
自
身
の
過
去
を
引
き
合
い
に
出
し
、
そ
の
戒
め
る
べ
き
過
去
の
改
悔
に
基
づ
い
て
物
事
を
説
く
よ
う
な
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。
安
石
が
過
去
の
因
果
を
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
は
勢
い
、
そ
の
寒
山
拾
得
体
に
真
似
た
擬
作
も
、
原
詩
に
似
七
頁
て
い
な
い
と
い
う
評
価
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
六
原
詩
と
擬
作
と
の
差
異
は
、王
安
石
の
意
図
し
た
効
果
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
二
十
首
」
に
見
ら
れ
る
、
例
え
ば
「
我
」
と
「
汝
」
と
い
う
寒
山
拾
得
体
ら
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
語
に
注
目
し
て
み
る
と
、
王
安
石
の
擬
作
が
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
と
は
些
か
異
な
る
点
が
、
一
部
浮
か
び
上
が
る
。
「
我
」
と
「
汝
」
は
寒
山
拾
得
体
で
も
自
称
お
よ
び
呼
び
か
け
と
し
て
頻
出
す
る
。
安
石
は
そ
の
点
で
は
原
詩
に
似
せ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
際
、
や
は
り
寒
山
拾
得
体
に
似
せ
る
べ
く
、『
楞
厳
経
』
等
の
仏
典
を
典
故
に
用
い
る
手
法
を
も
駆
使
す
る
。
し
か
し
先
ず
、
そ
の
「
我
」
は
、
開
悟
以
前
の
自
分
を
告
白
す
る
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
「
二
十
首
」
其
二
は
（
註
）、
次
の
よ
う
に
詠
む
。
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我
曾
爲
牛
馬
我
曽
て
牛
馬
た
れ
ば
見
草
豆
歡
喜
草
豆
を
見
て
歓
喜
せ
り
又
曾
爲
女
人
又
た
曽
て
女
人
た
れ
ば
歡
喜
見
男
子
歓
喜
し
て
男
子
を
見
き
我
若
眞
是
我
我
若
し
真
に
是
れ
我
な
ら
ば
祇
合
長
如
此
祇
だ
合
に
長
く
此
の
ご
と
き
の
み
な
る
べ
し
若
好
惡
不
定
若
し
好
悪
定
ま
ら
ず
ん
ば
應
知
爲
物
使
応
に
物
の
た
め
に
使
は
る
る
を
知
る
べ
し
ま
さ
堂
堂
大
丈
夫
堂
々
た
る
大
丈
夫
莫
認
物
爲
己
物
を
認
め
て
己
と
為
す
莫
か
れ
こ
の
詩
は
、
李
壁
の
注
に
も
あ
る
よ
う
に
、『
楞
厳
経
』
巻
二
に
「
一
切
衆
生
、
從
無
始
來
、
迷
己
爲
物
、
失
於
本
心
、
爲
物
所
轉
。
故
於
是
中
、
觀
大
觀
小
。
若
能
轉
物
、
則
同
如
來
、
身
心
圓
明
、
不
動
道
場
。
…
…
」（
一
切
衆
生
は
、
無
始
よ
り
来
の
か
た
、
己
を
迷
は
し
て
物
と
為
し
、本
心
を
失
ひ
、物
の
為
に
転
ぜ
ら
る
。故
に
是
の
中
に
於
い
て
、
大
を
観
小
を
観
る
な
り
。
も
し
能
く
物
を
転
ず
れ
ば
、
則
ち
如
来
に
同
じ
く
、
身
心
円
明
に
し
て
、
不
動
の
道
場
な
ら
ん
。
…
…
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、「
物
の
た
め
に
使
は
る
る
」
こ
と
を
戒
め
て
い
る
（『
圓
覚
経
』
は
こ
の
種
の
「
物
」
の
認
識
は
無
い
）。
さ
ら
に
『
楞
厳
経
』
巻
一
巻
末
に
も
「
認
物
爲
己
」
に
つ
い
て
の
認
識
が
あ
り
、
…
…
於
是
如
來
、
普
告
大
衆
、
若
復
衆
生
、
以
搖
動
者
、
名
之
爲
塵
、
以
不
住
者
、
名
之
爲
客
。汝
觀
阿
難
頭
自
動
搖
、見
無
所
動
、又
汝
觀
我
手
自
開
合
、見
無
舒
卷
。
云
何
汝
今
以
動
爲
身
、
以
動
爲
境
、
從
始
泊
終
、
念
念
生
滅
、
遺
失
眞
性
、
顛
倒
行
事
、
性
心
失
眞
、
認
物
爲
己
、
輪
迴
是
中
、
自
取
流
轉
。
…
…
是
に
於
い
て
如
来
、
普
ね
く
大
衆
に
告
ぐ
、「
若
し
復
た
衆
生
、
揺
動
を
以
て
す
る
者
な
ら
ば
、
之
を
名
づ
け
て
塵
と
為
し
、
不
住
を
以
て
す
る
者
な
ら
ば
、之
を
名
づ
け
て
客
と
為
す
。汝
ら
阿
難
の
頭
の
自
ら
動
揺
す
る
を
観
る
も
、
見
に
は
動
く
所
無
く
、
又
た
汝
ら
我
が
手
の
自
ら
開
合
す
る
を
観
る
も
、
見
に
は
舒
巻
す
る
無
し
。
云
何
ぞ
汝
ら
今
動
く
を
以
て
身
ら
と
為
し
、
動
く
を
以
て
境
と
為
し
、
始
め
よ
り
終
は
り
に
泊
ま
る
ま
で
、
念
念
生
滅
し
、
真
性
を
遺
失
し
、
行
事
を
顛
倒
し
、
性
心
は
真
を
失
ひ
、
物
を
認
め
て
己
と
為
し
、
是
の
中
に
輪
廻
し
、
自
ら
流
転
す
る
を
取
る
や
」
と
。
と
言
う
。
併
せ
て
こ
れ
を
も
踏
ま
え
、
寒
山
拾
得
体
に
似
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
如
来
の
放
っ
た
光
が
動
く
の
を
見
る
と
見
る
者
の
頭
は
そ
れ
を
追
っ
て
動
く
が
、
着
眼
そ
の
も
の
は
動
い
て
い
な
い
。
如
来
が
手
を
結
ん
で
開
け
ば
如
来
の
手
は
開
合
す
る
が
、
そ
れ
を
見
る
者
の
着
眼
そ
の
も
の
は
結
ん
だ
り
開
い
た
り
は
し
な
い
。
そ
の
よ
う
に
動
い
て
止
ま
ら
な
い
「
客
」、
浮
遊
し
て
静
止
し
な
い
「
塵
」
と
い
っ
た
物
理
的
な
も
の
の
方
、
右
掲
の
其
二
で
言
え
ば
「
牛
馬
」・「
女
人
」
の
方
を
自
分
自
身
や
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
だ
と
認
識
し
て
は
な
ら
な
い
。そ
の
よ
う
に「
物
を
認
め
て
己
と
為
す
」
こ
と
を
す
る
と
、好
悪
は
定
め
ら
れ
ず
、真
の
自
己
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
。そ
れ
は「
大
丈
夫
」
で
は
な
い
、
と
安
石
は
長
女
に
勧
戒
す
る
。
ま
た
、「
女
人
」
と
い
う
語
は
『
楞
厳
経
』
特
有
の
「
摩
登
伽
」
の
よ
う
な
「
婬
女
」
を
想
起
さ
せ
る
か
に
見
え
、「
大
丈
夫
」
と
い
う
語
は
寒
山
詩
に
「
男
兒
大
丈
夫
、
一
刀
兩
段
截
」（
男
児
は
大
丈
夫
、
一
刀
両
断
截
す
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
（『
圓
覚
経
』
は
と
も
に
用
例
を
見
な
い
）。
八
頁
さ
ら
に
、「
好
悪
」
に
つ
い
て
は
、
寒
山
詩
の
「
好
惡
總
不
識
、
猶
如
猪
及
羊
」（
好
悪
総
て
識
ら
ず
ん
ば
、猶
ほ
猪
及
び
羊
の
ご
と
し
）と
い
う
認
識
を
踏
ま
え
て
い
て
、「
二
十
首
」
其
十
四
で
も
安
石
は
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
は
、『
楞
厳
経
』
巻
九
に
「
…
…
或
得
宿
命
、
或
有
他
心
、
或
見
地
獄
、
或
知
人
間
好
惡
諸
事
」（
…
…
或
は
宿
命
を
得
、
或
は
他
心
有
り
、
或
は
地
獄
を
見
、
或
は
人
間
の
好
悪
の
諸
事
を
知
る
）
と
あ
る
「
好
悪
」
を
踏
ま
え
る
。
す
な
わ
ち
、
天
魔
の
飛
ば
し
た
精
の
付
着
し
た
人
は
、
仏
法
を
聞
く
以
前
か
ら
自
ら
を
開
悟
し
た
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
、「（
偽
り
の
）
好
悪
を
知
る
」
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
た
め
込
ん
で
は
結
局
「
好
悪
定
ま
ら
ず
」、
無
間
地
獄
に
陥
る
危
う
さ
を
纏
う
こ
と
に
な
る
（
因
み
に
、『
圓
覚
経
』
に
は
そ
の
よ
う
な
言
い
方
は
無
い
）。
そ
し
て
安
石
は
、
こ
れ
ら
『
楞
厳
経
』
を
も
典
故
に
用
い
つ
つ
、「
我
」
は
嘗
て
の
「
我
」
す
な
わ
ち
以
前
の
「
好
悪
定
ま
ら
ず
」
の
自
分
と
は
異
な
り
、
も
は
や
「
物
」
に
役
せ
ら
れ
る
こ
と
の
無
い
、
好
き
嫌
い
の
定
ま
っ
た
「
大
丈
夫
」
で
あ
り
、
心
配
は
要
ら
な
い
、
と
長
女
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
嘗
て
の
自
分
の
改
悔
に
由
来
す
る
「
我
」
は
、
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
も
寒
山
拾
得
体
に
似
せ
て
い
て
、「
汝
」
を
使
い
、
長
女
に
、
お
前
は
心
配
性
だ
か
ら
余
計
な
心
配
を
す
る
の
だ
、
心
配
の
必
要
は
無
い
と
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
嘗
て
の
自
分
の
改
悔
に
基
づ
い
て
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
二
十
首
」
巻
末
の
其
二
十
は
次
の
よ
う
に
詠
む
。
利
瞋
汝
刀
山
利
瞋
は
汝
が
刀
山
濁
愛
汝
灰
河
濁
愛
は
汝
が
灰
河
な
り
汝
癡
分
別
心
汝
の
分
別
心
に
痴
か
な
る
は
お
ろ
即
汝
琰
魔
羅
即
ち
汝
の
琰
魔
羅
な
り
圓
成
但
一
性
円
成
す
る
は
但
だ
一
性
の
み
一
切
法
依
他
一
切
の
法
は
他
に
依
る
遍
了
一
切
法
遍
く
一
切
の
法
を
了
す
る
は
不
如
且
頭
陀
且
く
頭
陀
す
る
に
如
か
ず
こ
の
詩
も
先
ず
『
楞
厳
経
』
巻
八
の
「
刀
山
」、「
灰
河
」
と
い
う
語
を
典
故
に
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
楞
厳
経
』
の
説
く
自
業
自
得
の
「
十
習
因
」
の
第
三
と
第
四
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
三
者
・
慢
習
交
陵
、發
於
相
恃
。馳
流
不
息
、如
是
故
有
騰
逸
奔
波
、積
波
爲
水
。
如
人
口
舌
自
相
綿
味
、
因
而
水
發
。
二
習
相
鼓
、
故
有
血
河
・
灰
河
・
熱
沙
・
毒
海
・
融
銅
・
灌
呑
諸
事
。是
故
十
方
一
切
如
來
、色
目
我
慢
、名
飲
癡
水
。菩
薩
見
慢
、
如
避
巨
溺
。四
者
・
瞋
習
交
衝
、發
於
相
忤
。忤
結
不
息
、心
熱
發
火
、鑄
氣
爲
金
。
如
是
故
有
刀
山
・
鐵
梱
・
劍
樹
・
劍
輪
・
斧
鉞
・
鎗
鋸
。
如
人
銜
冤
、
殺
氣
飛
動
。
二
習
相
撃
、故
有
宮
割
斬
斫
、剉
剌
槌
撃
諸
事
。是
故
十
方
一
切
如
來
、色
目
瞋
恚
、
名
利
刀
劍
。
菩
薩
見
瞋
、
如
避
誅
戮
。
三
は
、
慢
習
交
ご
も
陵
ぎ
、
相
恃
む
を
発
す
。
馳
せ
流
れ
て
息
ま
ず
、
是
の
ご
と
き
の
故
に
騰
逸
奔
波
、
波
を
積
み
て
水
と
為
す
有
り
。
人
の
口
舌
の
自
ら
味
を
相
綿
ね
、
因
つ
て
水
発
す
る
が
ご
と
し
。
二
習
相
鼓
す
、
故
に
血
河
・
灰
河
・
熱
沙
・
毒
海
・
融
銅
・
潅
呑
の
諸
事
有
り
。
是
の
故
に
十
方
の
一
切
の
如
来
、
色
目
我
慢
し
、
痴
水
を
飲
む
と
名
づ
く
。
菩
薩
ら
慢
ら
る
れ
ば
、
巨
溺
を
避
く
る
が
ご
と
し
。
四
は
、
瞋
習
交
ご
も
衝
き
、
相
忤
ふ
を
発
す
。
忤
ひ
結
び
て
息
ま
ず
、
心
熱
く
し
て
火
を
発
し
、
気
を
鋳
て
金
と
為
す
。
是
の
ご
と
き
の
故
に
刀
山
・
鉄
梱
・
剣
樹
・
剣
輪
・
斧
鉞
・
鎗
鋸
有
り
。
人
の
冤
を
銜
む
が
ご
と
く
、
殺
気
飛
動
す
。
二
習
相
撃
つ
、
故
に
宮
割
斬
斫
、
剉
刺
槌
撃
の
諸
事
有
り
。
是
の
故
に
十
方
の
一
切
の
如
来
、
色
目
瞋
恚
し
、
刀
剣
を
利
く
す
と
名
づ
く
。
菩
薩
ら
瞋
ら
る
れ
ば
、
誅
戮
を
避
く
る
が
ご
と
し
。
慢
り
と
慢
り
が
ぶ
つ
か
る
と
、地
獄
の
責
め
苦
の「
灰
河
」の
よ
う
な
状
態
が
起
こ
り
、
瞋
り
と
瞋
り
が
ぶ
つ
か
る
と
、「
刀
山
」
の
よ
う
な
状
態
が
生
じ
る
と
あ
る
。
安
石
は
そ
れ
を
「
分
別
心
」の
痴
か
さ
に
起
因
す
る
も
の
と
認
識
し
、長
女
に
対
し
、瞋
り
に
「
汝
」
自
ら
の
瞋
り
を
ぶ
つ
け
、
濁
愛
に
「
汝
」
自
ら
の
濁
愛
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
し
（
註
）、
自
分
を
閻
魔
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
戒
め
る
（
註
）。（
こ
れ
は
『
圓
覚
経
』
23
24
巻
下
二
に
も
「
貪
瞋
愛
慢
、
諂
曲
嫉
妬
」
と
見
え
て
い
る
。）
そ
の
閻
魔
状
態
を
も
た
ら
す
「
分
別
心
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
「
二
十
首
」
其
十
で
既
に
安
石
は
触
れ
て
い
る
。
昨
日
見
張
三
、
嫌
他
不
守
己
。
歸
來
自
悔
責
、
分
別
亦
非
理
。
九
頁
今
日
見
張
三
、
分
別
心
復
起
。
若
除
此
惡
習
、
佛
法
無
多
子
。
昨
日
張
三
を
見
、
他
の
己
を
守
ら
ざ
る
を
嫌
ふ
。
帰
り
来
た
り
て
自
ら
悔
責
す
れ
ば
、
分
別
は
亦
た
理
に
非
ず
。
今
日
張
三
を
見
る
に
、
分
別
は
心
に
復
た
起
こ
る
。
若
し
此
の
悪
習
を
除
か
ば
、
仏
法
に
多
子
無
か
ら
ん
。
た
す
「
分
別
」
と
は
時
に
「
非
理
」
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
は
「
悪
習
」
を
生
み
、
仏
法
の
中
に
「
多
子
」
す
な
わ
ち
ご
た
ご
た
や
子
細
を
も
た
ら
す
と
言
う
。『
楞
厳
経
』
た
す
巻
一
で
は
「（
佛
）
常
言
覺
知
分
別
心
性
、
既
不
在
内
、
亦
不
在
外
、
不
在
中
間
、
倶
無
所
在
、
一
切
無
著
、
名
之
爲
心
。
則
我
無
著
、
名
爲
心
不
」（
仏
は
常
に
言
ふ
「
覚
知
す
る
分
別
の
心
性
は
、
既
に
内
に
在
ら
ず
、
亦
た
外
に
在
ら
ず
、
中
間
に
も
在
ら
ず
、
倶
に
在
る
所
無
く
、
一
切
無
著
、
之
を
名
づ
け
て
心
と
為
す
」
と
。
則
ち
我
( 阿
難
) は
無
著
な
れ
ば
、
名
づ
け
て
心
と
為
す
や
不
や
）
と
説
き
、「
分
別
心
」
と
は
本
来
「
無
所
在
」、「
無
着
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
心
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
を
、
安
石
の
長
女
の
「
分
別
」
は
ま
だ
心
に
執
着
を
見
せ
て
お
り
、
痴
か
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
安
石
は
指
摘
し
よ
う
と
す
る
。
先
ず
は
そ
の
執
着
の
あ
る
「
分
別
心
」
を
克
服
し
、
そ
し
て
無
量
の
功
徳
へ
の
意
志
を
持
て
る
「
圓
成
」（『
楞
厳
経
』
巻
一
）
に
到
る
た
め
に
、「
頭
陀
」
に
依
り
「
空
法
」
を
了
す
る
よ
う
安
石
は
最
後
に「
汝
」す
な
わ
ち
長
女
に
勧
め
て
結
句
を
結
ぶ
。そ
の「
法
」、
「
頭
陀
」
も
『
楞
厳
経
』
巻
五
に
見
え
る
。
我
於
往
劫
、
於
此
界
中
、
有
佛
出
世
、
名
日
月
燈
。
我
得
親
近
、
聞
法
修
學
。
佛
滅
度
後
、供
養
舍
利
、然
燈
續
明
、以
紫
光
金
塗
佛
形
像
。自
爾
已
來
、世
世
生
生
、
身
常
圓
滿
紫
金
光
聚
。
此
紫
金
光
比
丘
尼
等
、
即
我
眷
屬
、
同
時
發
心
。
我
觀
世
間
六
塵
變
壞
、
唯
以
空
寂
修
於
滅
盡
、
身
心
乃
能
度
百
千
劫
、
猶
如
彈
指
。
我
以
空
法
成
阿
羅
漢
。
世
尊
説
我
頭
陀
爲
最
。
我
( 摩
訶
迦
葉
) 往
劫
に
於
い
て
、
此
の
界
の
中
に
於
い
て
、
仏
の
世
に
出
づ
る
有
り
、
日
月
燈
と
名
づ
く
。
我
親
ら
近
づ
く
を
得
、
法
を
聞
き
学
を
修
む
。
仏
( 日
月
燈
仏
) 滅
度
の
後
は
、
舍
利
を
供
養
し
、
燈
を
然
や
し
て
明
を
続
け
、
紫
光
金
を
以
て
仏
の
形
像
に
塗
る
。
爾
る
よ
り
已
来
、
世
々
生
々
、
身
常
に
紫
金
光
の
聚
ま
る
を
円
満
に
す
。
此
の
紫
金
光
比
丘
尼
ら
は
、
即
ち
我
が
眷
属
に
し
て
、
時
を
同
じ
く
し
て
発
心
す
。
我
は
世
間
六
塵
の
変
壊
す
る
を
観
、
唯
だ
空
寂
を
以
て
滅
尽
を
修
む
る
の
み
な
れ
ば
、
身
心
乃
ち
能
く
百
千
劫
を
度
る
こ
と
、
猶
ほ
指
を
弾
く
が
ご
と
し
。
我
は
空
法
を
以
て
阿
羅
漢
と
成
る
。
世
尊
は
説
く
我
が
頭
陀
は
最
た
り
と
為
す
と
。
『
楞
厳
経
』は
、夫
婦
で
と
も
に
私
財
を
な
げ
出
し
て
仏
舎
利
を
供
養
し
続
け「
空
法
」
を
了
す
る
こ
と
を
最
高
の
「
頭
陀
」
で
あ
る
と
説
く
が
（
註
）、
安
石
自
身
も
嘗
て
「
分
25
別
心
」
に
痴
か
で
あ
っ
て
、
心
に
閻
魔
を
来
臨
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
自
ら
は
（
夫
婦
で
）「
頭
陀
」
に
勤
め
、
閻
魔
を
振
り
払
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
説
く
『
楞
厳
経
』
の
「
頭
陀
」
を
典
故
に
用
い
、
長
女
（
夫
妻
）
に
「
汝
」
も
そ
の
よ
う
に
勤
め
る
よ
う
勧
戒
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、「
二
十
首
」
に
見
え
る
安
石
の
「
我
」
お
よ
び
「
汝
」
は
、
自
ら
の
改
悔
が
多
く
根
底
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
は
逆
に
そ
れ
は
皆
無
に
等
し
く
、
殆
ど
が
開
悟
後
の
「
我
」
お
よ
び
勧
戒
対
象
の
「
汝
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
石
は
過
去
の
因
縁
に
引
き
ず
ら
れ
、
悔
い
た
自
分
を
「
二
十
首
」
に
詠
み
込
み
、
そ
れ
と
同
時
に
自
分
の
過
去
の
改
悔
を
根
底
に
抱
え
つ
つ
、
し
か
し
今
は
も
う
開
悟
し
、
さ
ら
に
同
じ
事
で
あ
れ
ば
長
女
に
は
繰
り
返
す
こ
と
の
無
い
よ
う
「
汝
」
と
言
っ
て
呼
び
か
け
、
「
汝
が
耳
目
の
熒
ふ
を
覚
ま
す
」
よ
う
勧
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
我
」
が
そ
の
よ
う
ま
ど
な
「
汝
」
に
連
続
し
て
い
る
点
が
、
安
石
の
場
合
は
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
と
は
些
か
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
安
石
は
長
女
の
「
覚
熒
」
を
意
図
し
た
際
、
自
分
の
過
去
を
含
め
た
方
が
理
解
を
得
ら
れ
易
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
に
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
寒
山
や
拾
得
の
過
去
を
あ
り
得
る
も
の
と
想
定
し
、
そ
の
彼
ら
の
過
去
を
顕
在
化
す
る
よ
う
な
形
で
擬
作
し
、そ
こ
に
自
ら
を
託
し
、長
女
の
説
得
を
試
み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
な
り
の
禅
の
境
地
を
創
り
出
し
て
は
い
る
が
、
原
詩
の
寒
山
拾
得
体
の
そ
れ
と
同
認
識
か
と
言
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
な
く
、
従
っ
て
必
ず
し
も
似
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
点
が
、「
二
十
首
」
に
は
有
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
安
石
は
長
女
に
は
「
吾
と
汝
が
母
と
は
湯
熨
幸
ひ
に
し
て
し
ば
ら
く
停
む
」
と
と
う
い
言
い
、
田
舎
は
都
と
は
異
な
り
ろ
く
な
薬
も
無
い
と
お
前
は
心
配
す
る
が
、
逆
に
田
舎
ゆ
一
〇
頁
え
に
父
母
と
も
に
持
病
は
治
療
の
必
要
が
無
く
な
っ
て
い
る
、
と
は
言
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
や
が
て
病
い
は
再
発
し
、
亡
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
長
女
は
父
の
、
お
前
は
好
悪
定
ま
ら
ず
、
物
に
使
わ
れ
、
快
楽
を
念
い
、
濁
愛
を
貪
る
と
い
う
「
熒
ひ
」
を
抱
え
て
い
る
ま
ど
と
い
う
勧
戒
、
お
よ
び
「
楞
厳
」
の
禅
と
そ
れ
を
含
む
寒
山
拾
得
体
に
倣
っ
た
擬
作
詩
を
送
っ
て
覚
醒
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
に
対
し
、
恐
ら
く
は
論
理
面
で
の
理
解
は
示
し
た
と
し
て
も
、
現
実
問
題
と
し
て
、
そ
れ
で
自
ら
の
心
配
事
は
消
え
た
か
い
う
と
、
そ
れ
は
疑
問
を
残
し
て
お
い
て
好
い
所
で
は
な
い
か
。
註
１
、
王
安
石
（
字
は
介
甫
）
は
、
も
と
撫
州
の
人
。
後
に
金
陵
に
居
り
、
宰
相
を
退
く
の
日
、
官
は
荊
国
公
に
特
進
し
、
既
に
歿
し
て
は
諡
し
て
文
と
い
い
、
追
っ
て
舒
王
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
註
２
、「
憐
」
は
一
に
「
怜
」
に
作
り
、「
江
山
」
は
一
に
「
江
南
」
に
作
る
。
註
３
、
こ
の
唱
和
詩
は
、
王
安
石
集
に
二
首
（
其
一
・
其
二
）
を
収
め
る
。『
冷
齋
夜
話
』
の
引
用
す
る
所
は
其
二
で
あ
り
、
其
一
は
「
孫
陵
西
曲
岸
烏
紗
、
知
汝
淒
涼
正
憶
家
。
人
世
豈
能
無
聚
散
、
亦
逢
佳
節
且
看
花
」
と
詠
む
。
註
４
、
初
句
は
、
王
安
石
集
が
「
秋
燈
一
點
映
籠
紗
」
に
作
る
以
外
、『
宋
詩
記
事
』、『
古
今
事
文
類
聚
』、
『
説
郛
』、『
冷
齋
夜
話
』
な
ど
は
「
青
燈
一
點
映
（
暎
）
窗
紗
」
に
作
る
。
註
５
、
淸
水
茂
『
王
安
石―
王
半
山―
』（
岩
波
書
店
「
中
国
詩
人
選
集
第
二
集
」
４
、
一
九
六
二
年
）
に
拠
る
。
周
錫
『
王
安
石
詩
選
』（
三
聯
書
店
「
中
国
歴
代
詩
人
選
集
」
一
九
八
三
年
）
も
同
じ
。
韋复
註
６
、
淸
水
茂
『
王
安
石―
王
半
山―
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
註
７
、
淸
水
茂
『
王
安
石―
王
半
山―
』
の
指
摘
に
拠
る
。
註
８
、
宋
代
の
詩
人
に
於
け
る
寒
山
体
の
影
響
に
関
し
て
は
孫
昌
武
『
禅
思
与
詩
情
』
第
八
章
「
寒
山
詩
与
禅
」（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
に
詳
し
い
。
註
９
、
入
矢
義
高
『
寒
山
』（
岩
波
書
店
「
中
国
詩
人
選
集
」
５
、
一
九
五
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
註
、
入
矢
義
高
『
寒
山
』
の
指
摘
に
拠
る
。
10
註
、
南
懷
瑾
『
楞
嚴
大
義
今
釋
』（
臺
北
老
古
文
化
事
業
公
司
、
一
九
九
二
年
、
二
十
二
版
七
刷
）
は
、「
眞
11如
性
」
を
「
眞
実
常
住
」
と
注
し
て
い
る
。
註
、
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
前
言
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
指
摘
に
拠
る
。
12
註
、
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
に
於
け
る
引
用
に
基
づ
く
。
13
註
、
な
お
、
寒
山
「
三
界
人
蠢
蠢
」
詩
に
も
「
三
界
」
の
語
は
見
え
る
。
さ
ら
に
該
詩
に
は
「
貪
財
愛
婬
14欲
」
の
語
も
見
え
、
こ
の
「
二
十
首
」
其
十
五
の
原
詩
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
好
い
。
さ
ら
に
安
石
の
認
識
と
類
似
す
る
「
好
惡
總
不
識
」、「
却
笑
牛
牽
磨
」
等
の
語
も
見
え
、
安
石
「
二
十
首
」
へ
の
「
三
界
人
蠢
蠢
」
詩
の
影
響
は
看
過
で
き
な
い
。
註
、
他
に
『
寶
積
経
』、『
遺
教
経
』、『
央
掘
経
』
も
李
壁
注
は
引
く
。
宋
詩
の
仏
典
使
用
状
況
に
関
し
て
15は
、
孫
昌
武
氏
も
『
佛
教
与
中
国
文
学
』
第
二
章
三
「
宋
至
晩
清
的
佛
教
与
文
人
」（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）、
同
『
中
国
文
学
中
的
維
摩
与
觀
音
』
第
十
一
章
「
宋
代
的
官
僚
居
士
与
維
摩
詰
」
（
天
津
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
等
で
考
察
し
、「『
華
厳
』、『
圓
覚
』、『
楞
厳
』
等
幾
つ
か
の
教
典
の
事
理
円
融
、
明
心
見
性
の
観
念
が
遍
く
重
視
さ
れ
…
…
」
等
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
註
、『
楞
厳
経
』
を
読
ん
だ
際
に
捉
え
ら
れ
る
『
圓
覚
経
』
と
の
差
異
は
、
宋
の
晁
迥
の
『
法
藏
碎
金
録
』
16が
「
圓
覚
経
一
味
精
純
要
妙
、
專
説
心
起
之
眞
妄
、
悟
修
之
頓
漸
、
以
利
鈍
根
故
、
分
辨
學
法
之
次
第
。
楞
厳
経
、
於
眞
心
正
法
之
外
、
又
説
種
種
事
相
有
邪
有
魔
有
升
有
堕
、
令
人
曉
會
不
至
差
殊
」（
圓
覚
経
の
一
味
は
精
純
要
妙
に
し
て
、
專
ら
心
起
の
真
と
妄
、
悟
修
の
頓
と
漸
を
説
き
、
利
鈍
根
の
故
を
以
て
、
学
法
の
次
第
を
分
弁
す
。
楞
厳
経
は
、
真
心
正
法
の
外
に
於
い
て
、
又
た
種
々
の
事
相
に
は
邪
有
り
魔
有
り
升
る
有
り
堕
つ
る
有
る
を
説
き
、
人
を
し
て
暁
会
し
て
差
殊
に
至
ら
し
め
ず
）
す
な
わ
ち
、
『
圓
覚
経
』
は
法
を
学
ぶ
順
序
を
説
き
、『
楞
厳
経
』
は
種
々
の
相
を
説
く
と
言
う
等
、
随
処
で
端
的
に
語
っ
て
い
る
。「
耳
目
」
の
「
熒
ひ
」
を
覚
ま
す
に
は
、
耳
目
に
入
る
諸
相
に
つ
い
て
説
く
『
楞
厳
ま
ど
経
』
の
方
が
適
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
註
、『
宣
和
書
譜
』（
宋
の
米
芾
ら
編
か
）
に
も
同
様
の
話
が
あ
り
、「
舒
王
、
…
…
暮
年
歸
老
金
陵
、
浮
17沈
漁
樵
間
、
跨
驢
挾
册
、
往
來
北
山
下
、
道
傍
醉
尉
、
雖
誰
何
不
復
介
意
、
作
小
詩
如
壯
歳
語
、
出
奇
凌
轢
、
脱
去
流
俗
、
學
者
編
爲
北
山
詩
。
平
生
視
富
貴
眞
如
浮
雲
、
不
溺
於
財
利
聲
色
、
信
宗
公
偉
人
也
。
…
…
」
と
い
う
（「
醉
尉
」
は
、
勢
利
に
お
も
む
く
小
人
。『
史
記
』
李
將
軍
列
傳
に
見
え
る
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
小
語
」
は
「
小
詩
」
と
も
言
い
、
安
石
「
北
山
詩
」
を
意
味
す
る
。
註
、『
漢
書
』
東
方
朔
傳
に
、
帝
が
「
射
覆
」
の
遊
び
を
し
た
際
、
東
方
朔
が
守
宮
を
射
中
て
た
話
が
載
18っ
て
い
る
（「
東
方
朔
射
守
宮
、
云
以
爲
龍
又
無
角
、
謂
之
爲
蛇
又
有
足
、
跂
跂
脉
脉
、
善
縁
壁
、
若
非
守
宮
、
即
蜥
蜴
」）。
こ
の
話
は
、
王
安
石
「
杭
州
修
廣
師
法
喜
堂
」
詩
の
李
壁
注
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
註
、
眞
可
（
一
に
「
釋
可
眞
」
に
作
る
）、
字
は
達
觀
。「
紫
柏
尊
者
全
集
」
二
十
九
巻
（「
新
纂
續
藏
經
」
19
一
一
頁
所
収
）
が
あ
り
、
こ
こ
の
指
摘
は
巻
十
五
に
拠
る
。
ま
た
、「
浙
江
通
志
」
巻
二
百
二
十
八
に
よ
れ
ば
、
楞
厳
寺
は
嘉
興
府
に
在
る
。
註
、「
舌
根
拖
地
」
は
、
宋
の
王
栢
「
侍
伯
兄
宿
履
菴
、
即
事
、
呈
本
老
」
詩
に
も
「
舌
根
拖
地
無
死
句
、
20何
曽
一
字
粘
虚
空
」
と
見
え
る
。
註
、『
楞
厳
経
』
巻
三
に
於
い
て
六
根
六
塵
の
起
滅
出
入
す
る
「
十
二
處
」
の
真
如
性
を
説
く
第
三
「
嗅
21と
香
」
に
、「
阿
難
。
汝
又
嗅
此
鑪
中
栴
檀
、
此
香
若
復
然
於
一
銖
、
室
羅
筏
城
四
十
里
内
、
同
時
聞
氣
。
於
意
云
何
。
此
香
爲
復
生
栴
檀
木
、
生
於
汝
鼻
、
爲
生
於
空
。
阿
難
。
若
復
此
香
、
生
於
汝
鼻
、
稱
鼻
所
生
、
當
從
鼻
出
。
鼻
非
栴
檀
、
云
何
鼻
中
有
栴
檀
氣
。
稱
汝
聞
香
、
當
於
鼻
入
。
鼻
中
出
香
、
説
聞
非
義
。
若
生
於
空
、
空
性
常
恒
、
香
應
常
在
、
何
藉
鑪
中
、
爇
此
枯
木
。
若
生
於
木
、
則
此
香
質
、
因
爇
成
煙
。
若
鼻
得
聞
、
合
蒙
煙
氣
。
其
煙
騰
空
、
未
及
遙
遠
、
四
十
里
内
、
云
何
已
聞
。
是
故
當
知
、
香
鼻
與
聞
、
倶
無
處
所
。
即
嗅
與
香
、
二
處
虚
妄
。
本
非
因
縁
、
非
自
然
性
」（
阿
難
よ
。
汝
は
又
た
此
の
鑪
中
の
栴
檀
を
嗅
ぐ
に
、此
の
香
は
復
た
一
銖
に
然
ゆ
る
が
ご
と
き
も
、室
羅
筏
城
四
十
里
の
内
、
同
時
に
気
を
聞
く
。
意
に
於
い
て
云
何
。
此
の
香
は
復
た
栴
檀
木
に
生
ず
る
か
、
汝
が
鼻
に
生
ず
と
為
す
か
、
空
に
生
ず
と
為
す
か
。
阿
難
よ
。
若
し
復
た
此
の
香
、
汝
が
鼻
に
生
じ
、
鼻
の
生
ず
る
所
と
称
さ
ば
、
当
に
鼻
よ
り
出
づ
べ
し
。
鼻
は
栴
檀
に
非
ず
、
云
何
ぞ
鼻
中
に
栴
檀
の
気
有
る
。
汝
が
香
を
聞
く
と
称
す
る
は
、
当
に
鼻
よ
り
入
る
べ
し
。
鼻
中
に
香
を
出
だ
さ
ば
、
聞
く
と
説
く
は
義
に
非
ず
。
若
し
空
に
生
ぜ
ば
、
空
の
性
は
常
に
恒
な
り
、
香
は
応
に
常
に
在
る
べ
し
、
何
ぞ
鑪
中
に
藉
り
て
、
此
の
枯
木
を
爇
や
す
。
若
し
木
に
生
ぜ
ば
、
則
ち
此
の
香
の
質
は
、
爇
ゆ
る
に
因
り
て
煙
と
成
る
。
若
し
鼻
聞
く
を
得
ば
、
合
に
煙
気
を
蒙
る
べ
し
。
其
の
煙
の
空
に
騰
る
も
、
未
だ
遥
か
遠
き
に
及
ば
ず
、
四
十
里
の
内
、
云
何
ぞ
已
に
聞
く
。
是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
、
香
と
鼻
と
聞
く
と
は
、
倶
に
処
る
の
所
無
し
。
即
ち
嗅
ぐ
と
香
と
は
、
二
つ
な
が
ら
虚
妄
に
処
る
。
本
よ
り
因
縁
に
非
ず
、
自
然
の
性
に
非
ず
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
（「
説
聞
非
義
」
は
、「
聞
く
」
と
い
う
言
い
方
は
不
合
理
、
の
意
）。
註
、
淸
水
茂
『
王
安
石―
王
半
山―
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
22
註
、
こ
こ
の
「
愛
」
の
認
識
は
、『
楞
厳
経
』
に
は
「
愛
河
乾
枯
」（
巻
四
）、「
成
愛
見
魔
」（
巻
六
）、「
癡
23愛
發
生
」（
巻
九
）
等
と
頻
出
す
る
。
な
お
、「
濁
愛
」
は
「
四
」
で
触
れ
た
「
二
十
首
」
其
十
五
の
「
貪
愛
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
註
、「
閻
魔
」
は
『
楞
厳
経
』
に
は
見
え
ず
、
寒
山
詩
に
「
勸
你
休
去
來
、
莫
惱
他
閻
老
。
失
脚
入
三
途
、
24粉
骨
遭
千
擣
。
…
…
」
等
と
見
え
る
。
註
、「
頭
陀
」
に
つ
い
て
、
李
壁
は
『
文
選
』
李
善
注
を
引
き
、「
頭
陀
斗
藪
也
、
言
斗
藪
煩
惱
也
」（
頭
25陀
は
斗
藪
す
る
な
り
、
煩
悩
を
斗
藪
す
る
を
言
ふ
）
と
言
う
。
托
鉢
（
行
脚
、
乞
食
）
な
ど
の
行
に
よ
っ
て
、
衣
食
住
三
種
の
貪
着
（
煩
悩
）
を
「
抖
藪
（
斗
藪
＝
振
り
払
う
）」
し
浣
洗
す
る
こ
と
を
い
う
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
